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２ 第一野球場（明石トーカロ球場）の改修

■施設概要
○全国高等学校野球選手権大会（夏の甲子園）では兵庫予選の準決勝戦まで開催。
また、全国高等学校軟式野球選手権大会が実施され、軟式野球の聖地となっている。

【供用開始】 昭和７年度（※現在のスタンドは昭和47年3月完成）
【収容観客数】 約12,000人（スタンド約4,200人、芝生席約7,700人）
【主な開催大会】兵庫県高校野球大会（春期・夏の甲子園予選・秋期など）

全国高等学校軟式野球選手権大会
都市対抗野球大会、近畿六大学野球リーグ戦ほか

第一野球場
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２ 第一野球場（明石トーカロ球場）の改修

■課題①（施設の老朽化）

○第一野球場（明石トーカロ球場）は、建築後約50年が経過しており、特に外壁コンクリートの
剥離や雨漏りが発生している。
○スタンド上部の梁強度が不足することが判明。4200席中、約1800席を使用中止とした。

スタンド上部の梁

有観客時に強度が不足

外壁剥離状況

メインスタンド全景

使用中止区域
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２ 第一野球場（明石トーカロ球場）の改修

■課題①（施設の老朽化）

○現状のスコアボードは磁気反転式で
交換部品が市場にないため、修理が困難となっている。

○トイレは和式便器であり、快適な利用環境が整っていない。

観客席 トイレ

交換部品が市場から消滅 ⇒ 要LED化
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２ 第一野球場（明石トーカロ球場）の改修

○関係団体等からの要望を受け、長寿命化の方針については、「あり方検討会」の意見を踏まえ、決
定する。

【長寿命化方針(案)】

■方針の検討

実施項目 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度

あり方検討会

実施設計

スタンド改修

スコアボード改修

電気･機械設備更新

※工事期間中も利用を継続することを前提としている。


